








今後の予定

島 根 大 学 医 学 部  地 域 医 療 支 援 学 講 座

編
集
後
記

　レターvol.48をお読みいただきありがとうございます。
　「藍染の中でもごくごく薄い色を指す色で、夏の海の遠浅の砂浜を連想させる爽やかさと清涼感を感じさせる」イメージカ
ラーになっています。
　今年度より地域医療支援講座に着任し、レターの編集担当をさせて頂くことになりました。新たな気持ちで学生の成長の
支援を行うとともに、支援学レター「We Love ちいき」を通じて講座の活動を皆様にお伝えしていきます。今後ともよろしく
お願いいたします。
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地域医療の一翼を担う
　　　一民間病院の病院総合診療の実情
総合病院　松江生協病院
院長　眞木 高之 先生

活 動 報 告
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総合病院　松江生協病院
院長

眞木 高之 先生

Career Seminar

講師：岡田 大司 先生
島根大学医学部内科学講座循環器内科　医科医員

地域医療セミナー えんネット交流会
令和6年7月16日（火）18：00～19：00

地域医療体験実習Ⅰ（夏季地域医療実習）
令和6年8月19日（月）～23日（金）

島根県知事表敬訪問、松江3病院見学
令和6年8月28日（水）

ワ―クライフバランスセミナー 
令和6年10月1日（火）18：00～19：00

令和6年9月予定

講師：和足 孝之 先生
京都大学医学部附属病院 総合臨床教育・研修センター　准教授

令和6年7月3日（水）18：00～19：00

講師：安田 謙二 先生
島根大学医学部附属病院医療的ケア児支援センター　センター長

令和6年10月予定

講師：清水 美穂子 先生
おおた皮膚科クリニック　皮膚・排泄ケア認定看護師

講師：佐藤 千晃 先生
訪問看護ステーションＧrow　所長

令和6年10月8日（火）講師：浦野　健 先生
島根大学医学部病態生化学　教授

令和6年7月17日（水）12：15～12：45
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当院は出雲市の中心部に位置する病床数180床
の小規模病院です。
地域密着型病院として、いわゆるcommon 
diseaseへの外来・入院対応を中心に、保健予防
活動や健康づくりの活動に至るまで、地域の健康
問題に幅広く対応してきました。
現在、入院機能としては全病床の3分の2に当た
る120床を地域包括ケア病棟として運用してい
ます。医療機能としては回復期医療に該当します
が 、急 性 期 治 療 後 の 在 宅 復 帰 支 援 機 能
（post-acute）のみならず、近年では特に在宅・施
設で療養されている患者さんの医療支援や高齢
者救急への対応にも注力しています。
今、急速な高齢化の進行とともにmultimorbidity
（複数の慢性疾患・健康問題を有する）患者が増加
しており、また身体的な問題だけではなく、多様
な家族・社会的背景も考慮した対応が必須となっ
ています。当院では、家庭医・総合診療医が中心と

　当院では、2021年2月に医療構想をまとめ、「救
急・急性期から回復期・慢性期までを守備範囲とす
る生活支援病院」というミッションを掲げました。
昨年度は、1800台超の救急車を受け入れ、数多く
の手術やインターベンションをこなしました。その
一方で、病気をきっかけに、摂食・嚥下や排泄、移
動、会話などといった生活を行う上で欠かせない
身体機能に障害が残った方々のリハビリテーショ
ンにも力を入れました。また、経済力や介護力の貧
困が、生活復帰の支障となっている方々に対し、安
心して暮らせる環境を整備するためのソーシャル
ワークにも積極的に取り組みました。
　WHOは、病気の原因には、社会的要因があると
して、SDH(健康の社会的決定要因)という概念を
提起しています。病気が治っても、原因となった背
景がそのままでは、根本解決にはならないと考え、

講師：宮　 結花 先生
株式会社Woman’s　代表取締役

病気を治すにとどまらず、病気を引き起こし、生活
復帰の障壁となっている要因の解決に、全職員が
その専門性を生かし、チームで取り組んでいます。
　今年度、病院総合診療医学会の研修認定施設に
なる予定です。当院の病院総合診療の体験は、医
師人生にとって貴重な経験になると思います。実
習、研修で是非お待ちしております。

　令和6年5月18日（日）ホテル武志山荘で地域医療研究会OB会が
開催された。2年前にWebで開催以降、対面では初の開催であった。
3期生から現役学生まで総勢28名の参加となった。遠くは福井県から
参加者があり懐かしい面々に話も弾んだ。
　地域医療研究会は開学当時に農村研究
会として発足した。今後も定期的に開催す
ることとなったので、もしこれを読んだ
OB.OGの方がいらっしゃれば是非、地域
医療支援学講座までご連絡ください。

地域医療研究会OB会

　令和6年5月29日（水）、富山市まちなか診療所の三浦太郎先生をお
招きして、「“地域”の診療をしてみよう！」と題して、行政と臨床の両面
から地域医療についてお話し頂きました。
　一番印象に残っているのは、温泉地での大学生の急性アルコール中
毒問題への対応と、その基盤となるCOPC（Community Oriented 
Primary Care）アプローチについてのお話です。医師が病院から一歩
足を踏み出すことで、人と人との繋がりが少しずつ生まれ、地域全体が
緩やかに繋がるプライマリ・ケアチームとなっていくという視点は、こ
れから医師として地域医療が抱える問題にどのように取り組んでいけ
ばいいのかを考える上で大きなヒント
となりました。
　医療だけでなく、地域での暮らしにつ
いても楽しそうにお話しされていて、地
域医療の楽しさ・面白さについて触れる
ことができた90分でした。

学生企画×地域医療セミナー特別編

　吉賀町から地域医療支援学講座
へ来講され、出身学生へ激励のメッ
セージを送られた。

総合病院　松江生協病院
〒690-0017 島根県松江市西津田８丁目８－８
TEL （0852）-23-1111  FAX （0852）-20-7818

医学科4年生 佐々木 大輔さん 

令和6年5月28日(金)吉賀町長来講


